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特別研究員 寺本 俊彦

1.は じ め に

我 々 の 体 重 の ほ ぼ60%を 占 め る水 、 そ して1日 に 最 低1,200mlを 摂 取 しな けれ

ば な らな い水 が 、 健 康 の維 持や 増 進 に と っ て 、本 質 的 に重 要 な 役 割 を果 たす で あ ろ うこ と

は 、想 像 に 難 し くな い 。本研 究 は 、飲 料 水 を活 性 化 し、そ の 上 に抗 酸 化 す る こ とを通 じて 、

健 康 増 進 を は か る こ と を 目指 す も の で あ り、 これ に加 え て グル ク ミン を含 有 す る植 物 ウ コ

ンの 活 用 を も併 せ 行 うこ とに よ り、 一 層 の 効 果 の増 大 を狙 うも ので あ る。 こ こに水 の活 性

化 とは 、水 ク ラ ス タ0を 切 断 して 自由 水 を作 り出す こ とを 意 味 し、 抗 酸 化 とは 、水 中 に含

まれ る活 性 酸 素 を除 去 す る こ とを意 味 す る。 水 クライ ス ター の 切 断 に は 、超 音 波 の直 接 照

射 を行 う と と も に 、 水 流 を作 り、 それ を 磁 場 を通 過 させ る方 法 を用 うる。 活 性 酸 素 の除 去

に はEM(有 効 微 生 物 群)が 作 り出 した 酸 素EMXを 用 うる こ と とす る。

活 性 化 ・抗 酸 化 水 の 服 用 を通 じた試 み を実 施 す る こ とは 言 うま で も な いが 、 そ の効 果 の

確 認 は 、或 い は そ れ 程 簡 単 で な い か も知 れ な い と想 像 され る上 、効 果 が 具体 的 に現 れ る の

に は か な りな 時 間 を 必 要 とす る こ と も考 え られ るの で 、 これ に平 行 して 、植 物 お よ び動 物

を用 い た 実験 を も併 せ 行 うこ とに した 。 人 間 以外 の動 植 物 に とっ て も 、水 は そ の生 息 、生

育 の 上 で 、必 要 不 可 欠 な物 質 で あ る こ とは言 うま で もな い。

2.植 物 の道管水源抗酸化 の効 果

効 果 の 判 定 が短 時 間 内 に可 能 で あ ろ う こ と を期 待 して 、 まず 、 生 け花 の水 を抗 酸 化 す る

こ と と し、 普 通 の 水 道 水 を用 い た 場 合 と比 べ て 、生 け花 の 活 性 の度 合 が どん な に 異 な る か

を 調 べ る こ とに した 。 活 性 度 を 比 べ る方 法 と して、 ほ ぼ 同数 の 切 り花 を 用 うる こ と と し、

そ の しお れ 具 合 や しお れ た花 数 を 写 真 に と り、 それ を基 本 的 な デ ー タ とす る こ とに した。

これ に よ り、 完 全 とは 行 か ない ま で も、 か な り定 量的 な比 較 が 可能 とな った。

(1)EMXセ ラ ミ ッ ク の 効 果

生 け花 群(A)の 花 瓶 には 普 通 の 水 道 水 を 入 れ て お くの に対 し、生 け花 群(B)の 花 瓶

に は(A)の 場 合 と等 量 な 水 道 水 にEMXセ ラ ミ ック粒(直 径9mm、 長 さ10mmの 円

筒 形)10ヶ を加 え る こ と と した。 こ の セ ラ ミ ック粒 には 、EMX(酵 素)を 吸 着 させ て

あ り、 そ れ が 徐 々 に 溶 け 出 して水 を抗 酸 化 す る。 な お 、 こ のセ ラ ミ ッ クか ら発せ られ る遠

赤 外 放 射 も副 次 的 に加 勢 す る と され て い る。 基 本 デ0タ は 図1に 示 す 通 りで あ る。

2000年12月7日 よ り2001年1月19日 に至 る39日 間 に わ た り、 毎 日1回 、花

の様 子 を 写 真 に収 めた 。 図1は 、 そ の39枚 の 写 真 か ら抽 出 した6枚 の 写真 で あ り、 花 が

衰 え て 行 く節 目を 選 ん だ 。 こ の結 果 を ま とめ る と表1の 通 りで あ る。
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表1花 の活性度

年 月 日 花 束(A)(清 水) 花 束(B)(EMX水)

2000年12月7日 A、Bと もに 同 程 度 の 活性

12月19日 少 し しおれ 始 め 、 お じぎ を す る

花 もで る

12月7日 の状 態 と余 り変 らず

12月22日 花 び らの 一 部 、 卓 上 に 落 ち始 め

る

変化殆 どな し

2001年1月5日 花びらの うちのかなり数が枯れ

始める

一 部 の 花 の活 性 へ り
、 しお れ 始 め

る も の もで る

1月15日 花び らの約半数は落ちる 花 の 中 の113位 が しお れ る

1月19日 す べ て の 花 が枯 れ て しま う 花 の 中 の113位 が枯 れ る

1/3位 は 元気

以 上 の結 果 に よ り、切 り花 の 活性 化 を保 っ 上 で の 、EMXの 効 果 は 明 らか で あ る。

(2)EM、EMXセ ラ ミ ッ ク 、 遠 赤 セ ラ ミ ッ ク 、 還 元 セ ラ ミ ッ ク 、 干 し ウ コ ン 葉 の

水 活 性 化 、 抗 酸 化 の 効 果

野 菊 の 生 花 を用 い 、標 記 の効 果 の比 較 を行 っ た。 ほぼ 同数 の 野 菊 の 花 をA、B、C、D、

E、Fの6っ の 花 瓶 に 入れ 、Aに は 清 水 、Bに は清 水 に干 し ウ コ ン葉 の 粉 を 入 れ 、Cに は

清 水 にEMXセ ラ ミ ッ ク粒10ヶ 、Dに は清 水 に遠 赤 セ ラ ミ ッ ク粒6ヶ 、Eに は 清 水 に還

元 セ ラ ミ ック6ヶ 、Fに は 清 水 にEM液(稀 釈 度1/500)を 入 れ た。

表2に 照 ら し、 生 花 が 活 性 を保 って い る度 合 い は

① 遠 赤 セ ラ ミ ッ ク ②EMXセ ラ ミ ッ ク

② 清 水 ⑤EMI稀 釈 液

を清 水 に加 え た 順 に な っ て い る。

一 方
、生 花 の 葉 か らの 蒸 散 の 多 さは 、

①EMXセ ラ ミ ック ② 遠 赤 セ ラ ミッ ク

② 還 元 セ ラ ミ ック ⑤ 干 しウ コ ン葉

の 順 で あ った 。

③ 還 元 セ ラ ミ ッ ク

⑥ 干 し ウ コン 葉

③ 清水

⑥EMI稀 釈 液
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今 回 の 実験 で は 、や り方 が 少 し粗 っ ぽ い 面 もあ っ た の で 、 再 び も う少 し精 度 の よい 実 験 を

した い と考 えて い る。また 、植 木 鉢 を用 い た植 物 生 育 実験 を も将 来 行 い た い と考 え て い る。

3.魚 飼 育 実験

メ ダ カ 等 の 小 魚 を 清 水(A)、 清 水 にEMXセ ラ ミ ック を 加 え た も の(B)、 お よ びE

MXセ ラ ミ ッ クを加 えた 上 、 超 音 波 照 射 を行 っ て 、水 ク ライ ス ター を切 断 し、 更 に活 性

水 を 作 り出 した もの(C)て 、そ の 中 で飼 育す る。3通 りの 比 較 実 験 を行 うこ と と し、 本

年 度 で は 実験 装 置 の 製 作 を行 っ た(図3)。
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